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第57回日本細菌学会関東支部総会を開催するにあたって

総会長金井興美

一年程前，第57回支部総会の開催を担当するよいのではないか。所内で関係者があつまって

よう，支部長の木村貞夫先生からお電話をいた意見を交換したが容易に具体案に到述しなかつ

だいた。支部評議員会のご推爾ということで，た。最後には私の独善を優先させて，予研的な

大変光栄なことではあるし，長年お世話になっ生物製剤開発に関する現実的テーマと，それと
允学会のことでもあるが，他に適任の方も多いＩま全く対照的な地球自然史的な視点からみた病

ことなので，最初ご辞退申しあげた。しかし，原微生物という２つのテーマで柵成することに

私が適任でなくとも，多数の学会員をかかえるなった。

予研としては，その寅任を果すべき順番がきてどちらのテーマについても，お話いただきた

いるということである。結局は，文字通りの浅い方達がまだまだ多数おられるにもかかわらず，

学非才をかえりみずお引受けすることになった。時間の関係上それができなかったのはまことに

さて，例年通りのシンポジウム形式で企画す残念である。

ることになったが，新鮮なテーマを探すのに大いずれにせよ，上記のような内容であり，全

変苦労する。細菌学の中心的テーマはご存知の国総会が終って間もない時間である。気軽な支

ように繰返し取上げられているし，また，そこ部総会として会員多数のご出席をお願いする次

を離れては広く会員に禅益することもむずかし第である。

い。一方，予研が担当することの特徴もあって

第57回日本細菌学会関東支部総会のご案内

会
曰
場

長
時
所

金井興美（国立予防衛生研究所）

昭和６２年６月８日（月）

野口英世記念会館調堂 (国電干駄ケ谷駅または信漉町駅下車）

午前の部（９：３０～１３：００）

開会の辞 会長

シンポジウムＩ生物製剤開発における新しい発想司会下条寛人（埼玉医大）

１．ウイルスワクチン開発における２つの可能性根路銘国昭（予研ウイルス・リケッチア）

座長下条寛人（埼玉医大）

２組換えワクチニアウイルスワクチン小島朝人（予研病理）
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座長杉本正信（東亜砿料技術開発研）

渡辺治雄（予研細菌）

座長橋本一（群馬大医）

3．生菌ワクチン開発における新しい方向

休憩（１０分）

4．癌遺伝子産物の機能を阻害する抗生物質の研究上原至雅（予研抗生物質）

座長水野左敏（予研抗生物質）

5．抗癌剤耐性の克服を指向した抗生物質の研究鈴木日出夫（東大応微研）

座長田中信男（万有製薬）

午後の部（１４：００～１７：３０終了後懇親会）

シンポジウムⅡ病原微生物の進化と人類司会金井興美（予研）

１．細菌の進化生化学：古細菌をめぐる話題を中心として

大島泰郎（東工大理生命理学）

座長和気朗（予研細菌）

２．細菌の毒索産生迫伝子の起源と進化山本達男（jlli天堂大医細菌）
座長吉川昌之肋（東大医科研細菌）

３．免疫系の由来と進化村松繁（京大理動物）

座長川止正也（北里大医分子生物）

休憩（１０分）

4．Ｂ型肝炎ウイルスからみたウイルスと人間との自然史

西岡久寿弥（北里研究所）

座長志方俊夫（日大医病理）

5．伝染病と文明の変通福見秀雄（予研名誉所員）
座長金井興美（予研）

会長閉会の辞

Ｌ参加費：学会当日会場受付で3,000円です。

Ⅱ識演抄録集

１．識演抄録集は予約された場合は一部700円です。ご予約は，郵便局に備えつけの振替用

紙で下肥宛ご送金下さい。その際，通信欄に第57回日本細菌学会関東支部総会抄録代とご

明記下さい。またできるだけ所属機関ごとに必要部数をまとめてお申込みいただき，一括

発送にご協力下さるようお願い申し上げます。

送金先（口座）東京9-66455

（名儀）（財）日本学会事務センター学術講演会係

２．予約申込の締切は昭和62年５月２３日（±）です。

３．学会当日会燭受付においても販売いたしますが，その際は一部800円となります。

、一般演題の募梨はありません。

Ⅳ、迎絡，問合わせ：日本学会事務センター内

第57回日本細菌学会関東支部総会係03-817-5801
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第56回日本細菌学会関東支部総会を開催して

総会長寺脇良郎

端を発し，食細胞の異物摂取時の活性酸素生成

のステップを明らかにした長年の研究の一端を

披露された。我々は，研究手法の容易なことも

手伝って，つい寄生体側の研究にのめり込んで

しまうが，それだけに宿主側の感染成立／防御

因子の解明に精励しておられる同教授に，心か

ら敬意を表する。

一般演題は総数23題で例年よりやＥ少なかっ

たが，その代り１題当りの講演・討論時間を多

くとることが出来た。座長の先生方の御尽力に

より，１題の例外もなく全演題に活発な討議が

為され，誠に感動した。この熱気によって，参

加者のや■少かつた会場の雰囲気も十分に彼わ

れた。

懇親会は第１曰終了後，学会場より歩いて約

５分の距離にある松本城脇のレストランで開い

たが，100名近い会員が参加して下さり賑やか

で愉しい会となった。なお，学会第１曰の午後

は，私共の医学部専門課程２年次生の細菌学実

習の時間帯であったので，学生に対しシンポジ

ウムを聴きに来るよう呼びかけたところ，多数

の学生が聴識した。若い人達に学会とはこのよ

うなものかと体験させることが出来ただけでも

幸いであった。紙面を借りてシンポジウム演者

の方々に御礼申し上げます。

岐後に，木村支部長はじめ支部役員の諸先生

方に，本学会開催に当り種々御援助頂いたこと

を心から感謝致します。

第56回支部総会は，昭和61年10月16日(木)，

17(金)の２日間，松本市中央公民館に於いて開

催された。第５２回支部総会（総会長・深沢義村

教授・於甲府市）以来の，東京を離れての学会

であった。松本は秋の深まりが早いため，通常

より１カ月早い時期に会期を設定し，会員の皆

様方には多大の御迷惑をおかけしたことと存じ

ます。実際，両日とも平年より更に気温が低か

ったが，皮肉なことに学会後は暖かな晩秋の日

が続いた。

掴，学会第１曰は午後にシンポジウム「細菌

の新しい遺伝子産物／榊築物」が持たれた。物

質として明確に同定または単離され，機能との

対応がき､っちりつけられた仕事を紹介して頂け

たら，との私の大まかな意図のもとに組まれた

シンポジウムであったが，橋本一教授，後藤廷

一助教授お二人の巧みな司会によって手際良く

まとめて頂けた。演者の三瀬勝利博士，中江太

治博士，棚元憲一博士，神尾好是博士の生化学

的にがっちり柵成された仕事振りに，更めて感

銘を受けた。

金ヶ崎士朗教授による特別講演「細菌感染に

おける食細胞の役割」は．２日目午前に行われ

た。免疫系が作動するまでの細菌感染初期にお

ける食細胞の重要性は，近年ますます注目され

て来ていることは周知のとおりである。金ヶ崎

教授は，食細胞が異物を認識し貧食するには，

両者の接触時の圧力が重要であるとの新知見に

わが国における病原微生物検出情報について

工藤泰雄（都衛研）

わが国における病原微生物検出情報の１９８５はじまったのは１９７９年以降のことで，これは

年々報が本年２月厚生省保健医療局感染症対策従来わが国では腸チフスなど一部の疾病を除い

室「感染症サーベイランス事業年報,昭和60年」て皆無に近かった各種感染症の全国的な病原体

として，また同英文の１９８４年々報が国立予防摘報を収集・活用するためのシステム化の研究

衛生研究所J也迦噸SCJ皿ｍｃＭｏｊＭＭＢ“cａｌが国立予研及び地方衛生研究所を中心とした厚

Scic〃CCS＆BiOJo”ｕｏＬ３８のＳⅦPP彫､０９－生省厚生科学研究「病原微生物検出燗報のシス
〃tとして昨年暮れにそれぞれ発刊された。テム化に関する研究」班で検討されたことIこよ

わが国におけるこの種の検査室由来病原体情る。この班研究はその後「各種検査室情報のシ

報の全国的規模での収集・還元事業が本格的にステム化に関する研究」及び「微生物検査情報
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の解析評価に関する研究」班に引き継がれ，２

年間の検討を経てほぼ現行のシステムカ蠅立，

１９８３年以降は厚生省サーベイランス事業の一

部門として定着をみるに至った。現在，このシ

ステムの迎営は国立予研・病原体棡報委員会及

び衛生微生物技術協議会・検査情報委員会の２

つの迦営委員会が当り，また悩報センター業務

は国立予研が平常業務として担当，１W報は月報

・年報の形式で収集・還元される。

棡報源は当初の２年間は地方術研（1985年現

在全国68機関）に限られたものであったが，そ

の後部市立伝染病院(同14機関)，検疫所（同１０

機関)，一般医療機関(同156機関）の参画を得

て情報の充実化が計られ，また，収典病原体も

年々拡充，ほぼわが国における主要感染症起因

病原体の全国的な把握体制が整った。

細菌感染症関係の収集対象病理細菌について

みると，現在腸管病原性大腸菌(原因菌繭別)，

赤痢菌(菌極・血清型別)．チフス菌，パラチフ

スＡ菌，他のサルモネラ（０群別)，腸炎エルシ

ニア，偽結核菌，コレラ菌(生物型･血清型別)，

非０１ピプリオ・コレレ，腸炎ピプリオ，ピプ

リオ・ミミクス，ピプリオ・フルピアリス，エ

ロモナス・ヒドロフィラ／ソプリア，プレシオ

モナス・シゲロイデス，カンピロパクター・ジ

ェジュニ／コリ，黄色ブドウ球菌，ウェルシニ

菌，ボツリヌス菌(毒素型別)，セレウス菌，淋

菌，髄膜炎菌，レンサ球菌(群別),肺炎球菌，

ジフテリア菌，百日咳菌，レジオネラ，インフ

ルエンザ菌，肺炎桿菌，レプトスピラの各菌が

その対象で，これらの検出数が月報で，さらに

サルモネラとＡ群レンサ球菌ではその血滑型が

年報でそれぞれ情報センターへ報告される。

現在，上記以外の病原菌の収集や主要病原菌

の薬剤感受性についての収集も模索されており，

将来これらの柵報も包含されるようになれば，

本病原体検出愉報の利用価値もなお一層高まる

ものと期待される。

日本微生物学協会・ＩＵＭＳ関係報告

合田朗（北里大・衛生学部）

昨１９８６年９月Mbmclbc8Ce7で開脳されたノ此れに伴って日本微生物学協会は微研迪の依

ＤＭＳ総会で，新会長に有馬啓先生力征式に就託を受け世話人会を発足，阪大微研三輪谷俊

任され，比Ｃｌ〃iolo”ＤＵＵｆ８ｆｍｏＣｌｍｆｍｍｏ夫先生を委員長に退出して，現在準備委員会組

に佐々木正五先生が決定すると共に，1990年の職を立案，委員を人選中であるが，現在迄に準

第６回比Ｃｌ〃iolo”DiDi8imoCo”ｒｅ８８傭委員会委員長に三輪谷先生，副委員長に新井

および第５回Ｍ１/coIo”、”BioloCmtUγBBB正先生が決定した他，細菌学会からは総務に竹

の大阪関侭も承認された。猶，Ｗ”ＩＣ”Ｄｉ－田美文先生，プログラムに横田健先生,登録に

Ui8io礼Cmlg7qe38は西ベルリンで開催される五島瑳智子先生，募金に大友信也先生竝に合田

ととが既に決定済で，“c7Tliui8iomlCo-等が指名されており，今後各委員会に先生方の

”γe88およびＧ…mZA88em61yも日本他数御参加又は御援助をお願い致すことになります

ケ国からの異論があったが￣応西ベルリン開催ので宜敷<お願い申し上げます。猶会期は1990

と決定したが，大阪で開催のCollgre8Sの名称年９月16日から１週間の予定です。

と共になお流動的である。

ｗ無菌豚”

光岡知足（東大・農・実験動物）

私が住む市川の肉屋の店頭に．`無菌豚,，とい前に帝王切開して子宮ごと胎児をとり出し，ジ

うびらがぶら下っている。無菌豚の肉を売ってヤーミサイダルトラップ（殺菌薬液を用いて表

いるはずはないと思いながら，いつもいろいろ面を完全に殺菌するための通路）をすばやく通

考えている。過させて無菌飼育箱に移し，ゴム手袋を介して

無菌動物といえば，普通の妊娠動物を出産直子宮を切開し，中から胎児をとり出し，人工呼
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吸させた後，人工哺乳して育てて作出するとい

うきわめて手間のかかる動物である。

いまから20年も前，わが国では家畜衛生試験

場の波岡茂郎博士（現在，北海道大学獣医学部

教授）が豚の生産性を高めるためにＳＰＦ（感と

くに指定された病原体のいない：§peciﾉｾﾞｃ
”clbo9e〃かcc”という意味）豚の生産をはじ

められた。まず，無菌豚を作出し，これをバリ

ア施設（病原微生物に汚染する機会を極力少な

くするようにした施設，しかし，無菌環境では

ない）に移し，いわゆるＳＰＦ方式で飼育し，

ｐｒｉ”、ＳＰＦ豚を作り，それから次々に生

まれる豚をsecomq1WSPF豚とし感染病をも

たない生産効率の高い豚の普及につとめられた。

そのお蔭で，今日ではかなりの豚がＳＰＦ化さ

れている。

わが国の豚の年間生産頭数は昭和24年の10万

頭から59年には遂に１０００万頭を超し，今日で

はB0oi癖imi48tmといわれるまでの多頭飼

育形態に変化した。しかし，反面，萎縮性鼻炎

（mCmPhfc7hf"itf8：ＡＲ)，豚流行性肺炎

（8z()i犯Ｃｅ"zooCicmeo4mo"わ：ＳＥＰ)，大

腸菌症等の感染症に冒され，その生毒性は大き

く阻害されるという問題が生じた。これが，豚

をＳＰＦ豚に変えて感染症と緑を切るという発

想の根源である｡`､無菌豚”は噸無菌豚をもとに

してつくられたSPF豚の肉，，という意味だと思
われる。

ところで，いわゆる“無菌豚”の味はどうで

あろうか。昔は豚は豚臭いものと思われていた

が，、Q無菌豚”は豚臭さは少なく，むしろ豚肉

のよい風味だけが強調されている。元来，肉の

味は，その肉固有のアミノ酸，ペプチド，脂肪

酸等のうま味成分によって風味がつくられてい

ることはいうまでもないが，これに，腸内で各

種の細菌によって生成される脂肪酸や窒素化合

物が腸から吸収されて脂肪組織に溶けこんでい

る部分があるように思われる。これがいわゆる

豚臭さで，もとを正せば実は鵬内腐敗菌の生産

物の臭いではなかろうか。事実，ＳＰＦ豚の腸

内には腐敗菌が少なく，糞便臭もずっと少ない。

人間の味覚や嗅覚は普通豚の肉とＳＰＦ豚の風

味を鑑別しうるほど敏感である。

これは30年も前のことだったと思う。魚粉で

飼った豚の肉が生臭いことで問題になった。魚

粉の中の不飽和脂肪酸が脂肪組織に沈瀞して魚

臭<なり，黄色い脂肪組織となったため黄豚と

いって蟻われた。それを防ぐためにビタミンＥ

が飼料に添加されて，このことも解消された。

。､無菌壷や慰殺菌”という細菌学用語は，一

般にはずいぶん間違って使われている。ＳＰＦ

マウスをみて「これは無菌マウスですか」と尋

ねられたり，逆に，無菌マウスをみて「とのマ

ウスには本当にまったく細菌がいないのです7mｊ

と不思議そうに，あるいは疑って問いかけられ

ることも多い。細菌も動物と同じように空気が

ないところでは窒息死してしまうものときめ込

んでいる人は，真空パックした食品は缶結や埋

詰の食品とまったく同じように長期間保存でき

るものと思っている。嫌気性菌などいるとは想

像もつかないのである。また，細菌も１００℃の

熱湯につければ当然全部死んでしまうと思って

いる人も多く，100℃で死なない芽胞があるこ

となどなかなか理解できないようだ。言葉の正

しい使いかたは，まことにむづかしい。

支部評議員会記録

Ｏ第３回評議貝会昭和61年９月20日（土）議題：第56回支部総会準備状況他

Ｏ第４回評議員会昭和61年10月16日（木）議題：会務報告の件他

Ｏ第５回評鍛貝会で第59回（昭和63年春)，第60回(昭和63年秋)関東支部総会長としてそれぞれ黒

坂公生慈恵大教授，秋山武久北里大教授が推醜された。支部長が交渉の結果，受諾された。

－５－ 



集会案内

第７回財団法人日本ピフィズス菌センター学術集会

爾常在璽蜜の生体に対する作用”

会長市橋保雄（国立小児病院院長）

期日昭和62年５月２３日（土）１０:00～１７:３０

会場東京医科歯科大学醐堂（５号館４階）

国電・地下鉄お茶の水駅，新お茶の水駅下車５分

参加質３，０００円（予稿集を含む）

主催財団法人日本ピフィズス菌センター

（連絡先）〒１１３文京区弥生２－４－１６学会センターピル

電話０３（８１７）５８０６

プログラム

１．特別調漬

「腸管感染原因菌の感染発症機柵」三輪谷俊夫（阪大・微研）

２．シンポジウム

（１）「抗生物質投与時の腸内細菌蝋の変動とその生体に及ぼす影懸」

老川忠雄，楠本裕（慶応大・医）

（２）「免疫機能低下児における腸内細菌磯の作用」坂田宏（旭川医大）

（３）「自己免疫疾患(アジュバント関節炎)の発症・進展に及ぼす常

在菌叢の役割」小橋修（九大・医)，小澤教（東海大・医）

（４）「Lactobacmuscaseiの細菌・ウイルス感染に対する宿主抵

抗性増強効果」踊藤藍（島根医大）

（５）「腸内常在菌叢の宿主免疫能に及ぼす作用一溶菌酵累，細菌細

胞壁成分の経□投与による宿主免疫能への修飾効果」難波祐三郎（エーザイ筑波研）

（６）「ピフイズス菌精製細胞壁（ＷＰＧ)のマウス自家腫甥に対する

抗腫鰯効果」樋田知宏（森永･生科研）

（７）「腸内フローラの生態学的作用をめぐって」小濡教（東海大・医）
3．一般演題

支部会員アンケート結果のお知らせ

昭和60年７月に，前期の教育小委員会が，支

部会員の主要研究テーマおよび使用微生物につ

いてアンケート調査を行いました。今期の評議

員会はその結果を参考にして支部会の活動を行

うことになりました。ことに将来計画小委員会

は，このアンケートを充分に活用させていただ

く予定です。ここに，ご協力下さった会員の皆

様に厚く御礼申し上げます。

なお，主要研究テーマおよび使用微生物を表

１の分類にしたがって集計し，２つの表にまとめ

ましたので，ご参考までにご報告いたします。こ

の分類は昭和46年に全国会員について行ったア

ンケート調査の分類を若干手直ししたものです。

遺伝および免疫，感染のテーマが増加し，疫学

・予防衛生のテーマが減少したほかは，この分

類で見るかぎり，あまり著名な変動はつかめま

せんでした。

教育・将来計画小委員会

委員長川上正也

－６－ 



昭和46年全国調査と今回の調査の比較

研究分野別分類

大別

昭和46年調査

課題数鬼

昭和60年調査

課題数鬼

Ａ分類

Ｂ形態

Ｃ微生物生理

Ｄ、毒素と菌体成分

Ｅ･化学療法

n週伝

Ｇ生態

Ｈ、血荊学

Ｌ免疫

Ｊ、腰染

Ｋ・疫学と予防衛生

Ｌ・霞床微生物学

Ｍ・微生物利用

Ｎ其他

小計

７
０
７
９
８
９
０
６
９
３
５
０
０
３
６
 

９
６
９
９
２
８
４
８
２
３
５
２
２
４
９
 

１
１
２
 

２
３
３
１
 

３
３
 

２
 

４．１ 

２５ 

８．２ 

８．３ 

９．５ 

３７ 

１７ 

３．６ 

９．６ 

１３．９ 

１４．８ 

５．０ 

０．８ 

１４．３ 

１００ 

１
８
６
７
７
８
０
３
０
６
５
９
４
０
４
 

１
１
１
１
３
１
３
５
１
 

１
４
 

２
 

４．５ 

３．３ 

６．６ 

7.0 

７．０ 

１５．６ 

４．１ 

１．２ 

１２．３ 

２３．０ 

６．１ 

３．７ 

１６ 

４１ 

１００ 

妃赦なし・不明 1６４ ４ 

研究微生物別分類

大別

昭和46年調査

課題数鬼

昭和60年調査

課題数鯵

細菌一般

球菌

杯菌グラム陰性

杯菌グラム陽性

放線菌

真菌

マイコプラズマ

クラミヂア・リケッチア

ファージ

その他のウイルス

スピロヘータ・レプトスピラ

原虫

寄生虫など

病原菌

その他の性質による分類

小計

６
０
３
８
１
８
９
３
０
６
８
９
２
４
６
３
 

３
５
０
０
１
６
４
２
３
０
５
１
２
１
３
３
 

５
１
３
２
 

３
 

１
１
０
 

２
 

４
４
９
２
５
３
４
１
５
１
９
９
１
６
７
 

．
■
●
Ｇ
■
■
●
●
●
●
■
■
■
◆
。

６
７
４
０
０
３
２
１
１
５
２
０
１
５
６
０
 

２
 

１
１
 

１
 

０
 

１
 

５
７
１
９
６
８
４
３
３
６
３
１
０
９
５
０
 

４
９
３
 

１
 

２
１
７
 

２
 

９
４
７
４
２
７
５
１
１
２
１
４
 

７
６
 

●
●
●
■
●
 

■
●
●
■
●
■
 

●
■
０
 

１
７
３
４
２
６
１
１
１
２
１
０
０
０
５
０
 

１
３
１
 

１
 

０
 
１
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微生物を使わない

解答なし・不明

小計

1６９ 

２９７ 

４６６ 

４ 

１１ 

１５ 

１重j劃 「武谷杯」

南閥洋一（九州支部長，宮崎医大・微生物）

恒例の日本細菌学会懇親野球大会（通称武谷そこで中部・関西がサヨナラ勝ちを収めました。

杯）が、３月27日，高添理事と順天堂大学細菌三位決定戦は，関東が18-14で北海道・東北を

学教室の方々のお世話で，神宮外苑野球場で行下しました。優勝戦は，中四国・九州が，連投

われました(大会委員長：横田健総会長)。このの樫葉投手（58歳）と救授の寺田投手を打ち込

艦しは，昭和56年春，元理事長の故武谷健二博み，途中１点差につめ寄られながらも新城投手

士が出催された第54回総会(福岡)の時にスターが踏ん張って１４－９で勝ちました。これで各プ

トしたもので北海道・東北，関東，中部・関西，ロックの優勝回数は，北海道・東北が２回，関

中四国・九州の各支部の４ブロックの間で４試東が１回，中部・関西が１回，中四国・九州が

合を行うものであります。出場資格は原則とし３回となりました。

て40鰻以上の会員で，特に投手は教授または4０今後，この催しが，技術・勝敗は別にして，

歳以上という申し合わせであります。会員相互の親睦はもとより，年に一度お互の健

第７回にあたる今回は，稀にみる快IHIの下桜在を確め合う機会として，発展し存続してゆく

の花もほぼ咲き揃う絶好の野球日和に恩まれまことを念じます。それこそ，定年はおろか還暦

した。先ず，関東対中四国の試合は，小野川投をも前にして亡くなられた武谷先生の遺志であ

手の好投で関東が先行逃げ切りと思われましたりましよう。ちなみに，来年は，金政会長の下，

が，終盤に逆転され，１２－９で中四国・九州が岡山県営球場（タイガース，プレープスのフラ

勝ちました。一方，北海道・東北対中部・関西ソチャイズ球場）でナイターが予定されており

は，樫葉投手の好投，小熊選手の好打などがあます゜

って５－５の同点のまま最終回を迎えましたが，

特別寄稿

菌学会総会の恒例行事となっている野球大会に

つきましては，高添一郎先生（東歯大）のお口

添えにより九州支部の南嶋洋一先生よりわざわ

ざご寄稿頂きました。お忙しい中を快くご執証

下さいました諸先生方に厚く御礼申し上げます。

（HYL） 

◇編集後記

今回の第５号は，来る６月８日金井興美会長

(予研)のもとで開催される｢第57回日本細菌学会

関東支部総会」のご案内を中心に縄築を組みま

した。大変実り多かった前回の松本市での縫会

の椴子につきましては，会長をつとめられた寺

脇良郎先生（信州大）からご報告を頂きました。

ご覧頂きましたように，次回の支部総会は，ユ

ニークなテーマのシンポジウムで樹成されてお

ります。多数ご出席されますようお願い申し上

げます。

そのほか，工藤泰雄先生（都衛研）および光

岡知足先生（東大農）には大変有益かつ興味を

唆られる内容の原稿を頂きました。また日本細
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